
市民力を結集し「選ばれ  るまち」へ
いきいきと人が輝くまちづくり 環境にやさしく快適に暮らせるまちづくり

笑顔で健やかに暮らせるまちづくり

活力とにぎわいあふれるまちづくり

安全に安心して暮らせるまちづくり
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令和２年度
主要な施策

幼児教育・保育の充実
　3歳から5歳児を対象とした市独自の給食費無償化を継続します。また、新た
に保育の質の向上と待機児童の解消のため、新卒・潜在保育士の私立保育所な
どへの就職に対し一時金を交付し、子育てしやすい環境づくりに取り組みます。
●幼児教育・保育の無償化、給食費の無償化に要する経費 …… 4億7,107万円
●保育所等人材確保支援補助事業 …………………………………………597万円

文化芸術の振興と継承
　今年の秋に開館予定の「風流のはじめ館」や「特撮アーカイブセンター」を拠点
に、本市の特長である「俳句文化」と「特
撮文化」を積極的に発信します。
●風流のはじめ館管理運営事業

……………………………4,133万円
●特撮アーカイブセンター管理運営事業

……………………………7,340万円

生活道路の整備
　市民生活の基盤として、安全性や利便性などを確保するため、引き続き生活
道路の改良や舗装、側溝整備などを進めます。また、都市計画道路「関下一里坦線」
の森宿地内310ｍ区間の供用開始を目指します。
●道路整備事業 ……………………………………………………… 2億7,620万円

須賀川駅西地区の整備
　東西幹線道路の築造工事と東西自由連絡通路や駅前広場の整備を計画的に進
めます。また、地域住民や高校生などによる｢まちづくりワークショップ｣を引
き続き開催し、駅周辺の利便性の向上やにぎわい創出に取り組みます。
●駅西地区整備に要する経費 ………………………………………… 2億876万円

安定した地域医療体制の確保
　公立岩瀬病院の産科婦人科や新生児集中治療管理室（NICU）が、「安心して子ど
もを産み育てられる医療環境づくり」に大きく貢献しています。引き続き、関係
医療機関と連携しながら安定した地域医療体制の確保に取り組みます。
●寄附講座設置事業 ………………………………………………………3,600万円
※県立医科大学から研究の一環として、公的病院へ医師派遣を受けています。

福祉ネットワークの推進
　新たに子育てや生活困窮、障がい、介護などの相談をワンストップで行う｢福
祉まるごと相談窓口｣を開設します（8ページに詳しく掲載）。
●包括的相談支援体制構築事業 …………………………………………1,647万円

企業誘致の推進
　関西方面で開催する市企業立地セミナーをはじめ、企業訪問や首都圏での産
業展示会で、本市の立地環境の利便性や優位性、全国トップクラスの支援制度
をピーアールし、積極的な企業誘致に取り組みます。
●企業誘致推進事業 ………………………………………………………2,948万円
●工場等立地奨励金補助事業 ……………………………………………5,660万円

農業経営の安定確保
　米価の安定と農業所得の向上を図るため、加工用米や転作作物などへ助成を
継続します。また、市の特産品である「キュウリ」の選果場設備更新などへ支援
を行い、農業経営の安定確保に取り組みます。
●水田フル活用推進事業 …………………………………………………8,395万円
●産地パワーアップ補助事業 ……………………………………… 5億1,589万円

観光振興と交流促進
　東京オリンピック・パラリンピック開催に合わせて観光情報誌の多言語化を
進め、外国人旅行客の誘客に取り組みます。また、引き続き体験型交流モニター
ツアーの実施や旅行商品の企画・実施に助成を行い、観光振興に取り組みます。
●観光誘客推進事業 ………………………………………………………1,173万円
●体験型交流推進事業 ………………………………………………………628万円

防災・減災対策の推進
　浸水想定区域と土砂災害警戒区域内の希望者に、防災行政無線の戸別受信機
を無償で貸与します。また、屋外子局を増設するなど、防災情報伝達の更なる
充実に取り組みます。
●防災体制推進事業 ………………………………………………… 4億4,111万円

高齢者の交通事故防止対策
　運転免許を自主返納した70歳以上の高齢者に、1万円相当のバスやタクシー
の利用券を交付し、高齢運転者が関係する交通事故の防止に取り組みます（7ペー
ジに詳しく掲載）。
●交通安全対策推進事業 ……………………………………………………473万円

市民交流センターの活用
オープン以来、あらゆる世代から利用されています。市民交流の新たな拠点として、
また、中心市街地活性化の中核施設として、更なる地域の活性化に取り組みます。
●市民交流センター生涯学習推進事業 …………………………………1,069万円

シティプロモーションの推進
　本市が持つ「魅力」を改めて創出・発掘し、市内外に効果的に情報を発信することで、
認知度の向上や交流人口、関係人口の増加を図り、「選ばれるまち」の実現に取り組みます。
●シティプロモーション推進事業 …………………………………………913万円

原子力災害対策
住宅地などから除去土壌等を搬出するため、除染作業を先行して実施した長沼地域と仁井

田、西袋、稲田地区の計17行政区の搬出作業を進め、令和3年度中の搬出完了を目指します。
●住宅等除染対策事業 …………………………………………… 41億2,273万円

台風第19号豪雨災害への対応
　被災された皆さんが、1日も早く安定した生活を取り戻せるよう、また、農業者や事業
者の生産意欲の回復に努め、全力で復旧と支援に取り組みます（5ページに詳しく掲載）。

　平成30年度からスタートした第8次総合計画「市まちづくりビジョン
2018」に基づき、まちづくりに取り組んでいます。また、「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を改訂し、総合計画と一体的に推進していきます。
☞企画政策課☎（88）9111

特撮アーカイブセンターの外観風流のはじめ館の完成イメージ図

白方こども園の豆まき（2月3日）

駅周辺地区の「まちづくりワークショップ」

モニターツアーでの「つるし飾り製作体験」（2月22日）

岩瀬地区での田植え作業（昨年の様子）

仮置場からの搬出状況（3月16日・泉田総合スポーツ広場）

4月17日（金）に開園する牡丹園（昨年の様子）

地域医療を支える公立岩瀬病院（産科婦人科診療棟）

昨年の台風第19号で冠水した須賀川アリーナ周辺（須賀川
アリーナは本年度内の開館に向け復旧工事を進めています）
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